
全
生
徒
数
の
約
15
％
に
あ
た
り
、
県
立
高
校
70

校
中
、
56
校
（
鹿
児
島
市
内
を
除
く
県
内
の
ほ

ぼ
す
べ
て
）
が
、
原
付
通
学
を
認
め
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
全
て
の
二
輪
通
学
許
可
校
で
、

近
隣
警
察
署
・
自
動
車
学
校
の
協
力
の
下
『
単

車
技
能
講
習
会
』
を
実
施
し
、
原
付
通
学
者
は

実
技
指
導
を
受
け
る
。

ま
た
、
平
成
17
・
19
・
20
・
21
年
度
に
は
、

（
財
）
日
本
交
通
安
全
教
育
普
及
協
会
が
主
催

す
る
『
二
輪
通
学
許
可
校
支
援
研
修
会
』
が
県

内
の
高
校
で
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
研
修
の
目
的

に
つ
い
て
、
竹
之
下
さ
ん
は
「
毎
年
の
単
車
技

能
講
習
会
の
中
で
、
生
徒
自
身
に
危
険
を
考
え

さ
せ
る
指
導
が
重
要
と
い
う
指
摘
を
（
財
）
日

本
交
通
安
全
教
育
普
及
協
会
か
ら
い
た
だ
き
、

実
際
に
生
徒
へ
の
研
修
会
を
実
践
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
同
時
に
、
県
内
各
通
学
許

可
校
の
交
通
安
全
指
導
担
当
教
諭
も
参
加
し

て
、
指
導
法
を
学
び
ま
し
た
」
と
語
る
。

平
成
20
年
の『
二
輪
通
学
許
可
校
支
援
研
修

会
』は
、鹿
児
島
県
立
大
口
高
等
学
校（
鹿
児
島

県
伊
佐
市
）で
実
施
さ
れ
た
。同
校
の
脇
久
美
子

教
諭
は
、
研
修
の
内
容
に
つ
い
て
「
衝
突
実
験

を
行
う
前
に
、
も
し
自
分
が
一
時
停
止
を
せ
ず

に
交
差
点
に
飛
び
出
し
た
ら
ど
う
な
る
か
を
生

徒
に
考
え
さ
せ
ま
し
た
。
生
徒
が
事
故
の
怖
さ

を
疑
似
体
験
し
、
自
分
の
運
転
技
術
や
危
機
意

識
を
見
直
す
な
ど
、
生
徒
が
感
じ
る
こ
と
の
多

い
研
修
会
だ
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

同
校
で
は
、
他
に
も
年
間
を
通
し
て
様
々
な

交
通
安
全
活
動
に
取
り
組
み
、
交
通
講
話
や
車

両
点
検
の
実
施
、
生
徒
の
交
通
安
全
標
語
コ
ン

ク
ー
ル
、
文
化
祭
で
の
交
通
に
関
す
る
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
等
の
展
示
発
表
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
、

生
徒
が
中
心
と
な
り
「
伊
佐
人
の
波
作
戦
」

「
伊
佐
新
米
ネ
ギ
ら
い
作
戦
」
と
称
し
て
街
頭

で
交
通
安
全
標
語
を
載
せ
た
手
作
り
の
し
お
り

る
事
故
削
減
に
向
け
、
昨
年
の
11
月
か
ら
『
交

通
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
指
導
員
』
活
動
を
新
た
に
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
。

『
交
通
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
指
導
員
』
は
、
県
内

中
学
校
１
３
６
校
と
高
校
70
校
で
、
中
高
生
の

登
下
校
時
の
交
通
安
全
指
導
や
、
校
区
内
の
危

険
箇
所
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
活
動
を
行
っ
て
い

る
。
平
成
21
年
度
『
中
・
高
校
生
交
通
マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
委
託
事
業
』
は
、
国
の
緊
急
雇
用
創
出

事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
て
お
り
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
を
通
じ
て
26
〜
71
歳
の
50
名
が
採
用
さ
れ
活

躍
し
て
い
る
。

事
業
を
委
託
さ
れ
て

い
た
鹿
児
島
県
綜
合
警

備
保
障（
株
）で
は
、月

１
回
の
勉
強
会
や
活
動

地
域
で
の
巡
回
指
導
を

行
い
、
指
導
員
の
資
質

向
上
に
努
め
た
。
同
社

特
別
業
務
事
業
部
主
任

の
生
野
忠
貴
さ
ん
は

「
指
導
員
は
、
子
ど
も

た
ち
に
直
接
声
か
け
指

導
を
す
る
だ
け
で
な

く
、
気
に
な
る
点
は
学

校
側
に
必
ず
報
告
し
、
必
要
の
あ
る
場
合
は
、

学
校
側
か
ら
働
き
か
け
て
い
た
だ
く
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保
だ
け
で

な
く
、
交
通
マ
ナ
ー
の
向
上
や
防
犯
面
で
の
効

果
が
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
、
指
導
員
は
や
り
が
い

を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」
と
話
す
。

交
通
事
故
負
傷
者
数
は
、
こ
の
事
業
を
開
始

し
た
11
月
以
降
減
少
し
、
２
月
末
現
在
で
35
人

減
と
さ
ら
に
、
事
故
減
少
に
寄
与
し
て
い
る
。

地域のチカラ ●鹿児島県の交通安全活動

や
新
米
な
ど
を
配
り
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る

啓
発
運
動
、
ひ
や
り
マ
ッ
プ
や
交
通
安
全
カ
レ

ン
ダ
ー
の
作
成
、
P
T
A
等
の
協
力
に
よ
る
交

通
安
全
看
板
・
プ
レ
ー
ト
の
設
置
な
ど
も
実

施
。「
生
徒
主
体
の
活
動
や
、
地
域
・
家
庭
の

協
力
を
得
た
こ
と
で
、
安
全
意
識
が
向
上
し
て

き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
」
と
脇
さ
ん
は
、

取
組
み
の
成
果
を
実
感
し
て
い
る
。

鹿
児
島
県
の
高
校
生
１
万
人
当
た
り
の
原
付

乗
用
中
死
傷
者
数
を
み
る
と
、
平
成
17
年
の
１

０
１
・
14
人
に
比
べ
、
平
成
21
年
は
61
・
65
人

と
大
き
く
減
少
し
た
。『
単
車
技
能
講
習
会
』

『
二
輪
通
学
許
可
校
支
援
研
修
会
』の
実
施
な
ど
、

教
育
現
場
の
取
組
み
の
成
果
が
事
故
減
少
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
い
え
る
。

し
か
し
、
鹿
児
島
県
は
原
付
通
学
者
が
多
い

と
は
い
え
、
１
万
人
当
た
り
61
・
65
人
と
い
う

死
傷
者
数
は
全
国
平
均
よ
り
ま
だ
高
い
状
況
に

あ
る
。
そ
こ
で
県
教
育
委
員
会
で
は
、
さ
ら
な

め
る
学
校
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
そ
の
た
め
、
中

学
、
高
校
段
階
で
通
学
実
態
に
応
じ
た
指
導
を

行
い
、
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
伝
え
て
い
く

こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
今
後
交
通
社
会
で

生
き
て
い
く
上
で
必
要
な
知
識
を
、
学
生
時
代

に
し
っ
か
り
と
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
考
え
て

い
ま
す
」
と
話
す
。

鹿
児
島
県
で
は
、
県
立
高
校
の
生
徒
約
５
千

人
が
原
付（
二
輪
）で
通
学
し
て
い
る
。こ
れ
は
、
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鹿
児
島
県
は
、
県
、
警
察
、
学
校
、
自
動
車

学
校
等
関
係
機
関
・
団
体
、
地
域
が
一
体
と
な

り
、
中
高
生
の
交
通
事
故
防
止
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
高
校
で
実
施
さ
れ
る
『
単
車

技
能
講
習
会
』
や
、
街
頭
で
見
か
け
る
『
交
通

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
指
導
員
』
な
ど
、
連
携
を
生
か

し
た
地
道
な
活
動
で
、
着
実
に
交
通
事
故
削
減

に
つ
な
げ
て
い
る
。

県
教
育
委
員
会
保
健
体
育
課
の
竹
之
下
浩
徳

指
導
主
事
は
、「
鹿
児
島
県
で
は
、
公
共
交
通

機
関
だ
け
で
は
生
徒
の
通
学
に
支
障
が
出
る
地

域
も
多
く
、
自
転
車
や
原
付
に
よ
る
通
学
を
認

6

中
高
生
の
交
通
事
故
削
減
に
向
け
、

各
所
が
連
携
し
た
地
道
な
活
動
を
展
開

原
付
通
学
者
へ
実
技
を
交
え
た

講
習
会
の
実
施

原
付
事
故
の
減
少

大口高校で平成20年に実施
された『二輪通学許可校支援
研修会』の模様。生徒の実技
研修の他、県内の担当教諭の
研修が行われた。同様に、全
通学許可校において実技を交
えた『単車技能講習会』が実
施される

生
徒
の
意
識
を
変
え
る

交
通
安
全
指
導

★

中高生の登下校時に街頭で活動する『交通マナーアップ指導員』

文化祭での交通安全展示

大口高校の生徒が主体となって交通安全
を呼びかける「伊佐新米ネギらい作戦」

中
高
生
へ
の
街
頭
指
導
や

通
学
路
の
危
険
箇
所
点
検
を
強
化

PTA等の協力による交通安全看板・プレ
ート

●高校生1万人当たりの原付乗用中死傷者数（鹿児島県）

※（財）日本交通安全教育普及協会資料
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